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政府・福山市のワクチン接種に関する呼びかけ 
 

新型コロナウイルス対策の切り札として期待のかかるｍＲ

ＮＡワクチンは、最初中国で感染が確認されてから、約１年と

いう驚きの速さで開発に至りました。今このワクチン接種が全

国で実施されていますが、接種をためらっている人も多いと思

います。しかしコロナウイルス感染症による重症化などのリス

クを考えた時、副反応が出る可能性はありますが、ワクチン接

種で発症を防ぐメリットは大きいと思います。 

 長期にわたる副反応がないとは言い切れませんし、数年経っ

て出てくる影響もまだ完全には分かっていません。ただ時間が

経ってからしか分からないこと以外は、全て明らかになってい

ます。コロナに感染したり、重症化するリスクを考えれば、ワ

クチンを接種しないよりも、ワクチンを接種してそのリスクを

下げる方が大切だと思います。 

 ワクチンを接種しなければ、感染リスクはそのままです。自

分だけでなく、家族や周囲への影響も考えて、自分自身が冷静

に判断する必要があります。体質によって受けられない人もい

るし、どうしても受けたくない人もいます。したがって政府も

強制している訳ではないので、個人の判断は尊重されるべきだ

と思います。 

 各国のワクチン治験のデータや、既に始まっている国々の情

報を見る限り、少なくとも非常に心配しなければならないよう

な、副反応というのは見られないように思います。接種してみ

て、インフルエンザワクチンに比べ、接種時に肩に痛みがあっ

たり、腫れが引きにくく、接種した方の腕が１～２日動きにく

かったりします。 

それでもほとんどの場合、時間の経過とともに消えてしまい

ます。ワクチン接種を前にして、国民ひとりひとりが接種する

かどうかの選択が、家族や職場、社会に対して問われています。

ワクチン接種が心配な場合は、一度接種する窓口となっている

機関に、問い合わせてみてはどうでしょうか。     （こ） 
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